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要旨 2006 年秋に外来種であるブルーギルを伊豆沼・内沼の集水域内にある照越ため池で確認した．

採集したブルーギルは当歳魚と成魚であった．照越ため池でブルーギルが繁殖していると考えた．照

越ため池からの排水が流入し，伊豆沼・内沼に流入する河川でもブルーギルの当歳魚を採集した．照

越ため池からブルーギルが流出した可能性が高く，今後も伊豆沼へのブルーギルの流出が生じる危

険性がある．現時点では伊豆沼・内沼でブルーギルが繁殖している可能性は低い．しかし，伊豆沼・

内沼でブルーギルが繁殖し定着した場合には，生態系への新たな被害が生じ，伊豆沼・内沼で取り組

まれているオオクチバス駆除活動などの生態系復元を目指した保全活動に大きな悪影響が生じるだ

ろう．ため池からの拡散を防止しつつ，照越ため池に生息するブルーギルを確実に駆除する必要があ

る． 

 

 

はじめに 

 

ブルーギル Lepomis macrochirus は，日本の各地に移入した北アメリカ原産の外来種である．淡水

生態系に大きな影響をおよぼすことから，2005 年に環境省が制定した，特定の外来生物による生態系

等に係る被害の防止に関する法律 (外来生物法) によって，本種は特定外来生物種に指定された．伊

豆沼・内沼では，1980 年代後半に初めて漁業者からブルーギルを漁獲した話が得られた (高取 1988)．

以後，漁協の定置網にごく低い頻度で数個体のブルーギルがこれまでに漁獲されていた．今回，伊豆沼

の集水域内にある照越ため池でブルーギル個体群の生息を確認した．さらに，照越ため池からの排水が

流入し伊豆沼まで注ぐ河川でもブルーギルを採集したので報告する． 
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方法 

 

採集地 

ブルーギルを確認した照越ため池は伊豆沼に注ぐ荒川支流の照越川の上流域にある照越ため池 

(38°42’17.7”N， 140°59’31.8”E) である (図 1)．照越ため池の型式は谷をせき止めて築堤した

アース型である．ため池の堰堤長は 102m，奥行きは 396m であった．堰堤の高さは約 8m であった．

照越ため池の水は周辺の水田で農業用水として利用され，照越川に注ぐ．照越川は，伊豆沼の流入河

川である荒川に合流する．照越ため池から荒川合流部までの流程は 7.6km，荒川合流部から伊豆沼ま

での流程は 1.3kmである．  

 

 

 

 

 

 

 

採集方法 

照越ため池における魚類の採集を 2006 年 10 月 21 日，11 月 15 日と 16 日に行なった．10 月 21

日は，投網 (18 節，1000 目) とプラスチック製のもんどり (直径 180mm，長さ 270mm) を用いて採集

した．投網は池の周囲の開けた場所から，毎回場所を変えつつ 12 回投げた．もんどりは 6 個設置し，コ

イ Cyprinus carpio やゲンゴロウブナ Carassius cuvieri 釣り用の練り餌を入れ，1-2 時間後に引き

上げた．11月 15日と 16日には，刺網を用いて採集した．刺網の大きさは長さ 30m，高さ 1mであった．

刺網の目合いはひと目 1寸 (3.0cm)，2寸 (6.1cm)，3寸 (9.1cm) と 3.5寸 (10.6cm) のものを用い

た．刺網をゴムボートに乗って設置し，3-4時間後に回収した．  

河川では，照越ため池の排水口から伊豆沼までの区間の 7 箇所で魚類を採集した．魚類の採集は調

査員 1 名で行なった．三角網 (目合い 3mm，幅 800mm，高さ 700mm，奥行き 500mm) を用いて

30分間，魚類を採集した． 

採集したブルーギルの全長と体長については，デジタルノギス (CD-20PS，Mitutoyo Corp．) を用

いて 0.01mm単位で計測し，計測値の小数点第 2位を四捨五入して記録した． 

 

図 1. 伊豆沼・内沼集水域とブルーギルを確認した地点． 

実線は伊豆沼・内沼と河川を示す．★印はブルーギルを確認した地点を示

す．破線は伊豆沼・内沼集水域を示す． 

Figure 1. The areas capturing bluegills in Lake Izunuma-Uchinuma 

basin. Solid lines indicate Lake Izunuma-Uchinuma and streams. Stars 

indicate the  areas capturing bluegills. Broken line indicates Lake 

Izunuma-Uchinuma basin. 
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結果 

 

照越ため池では，投網ともんどりで全長 36.7mmから 55.6mmのブルーギル 7 個体を採集した．目

合い 2寸の刺網で全長 150.8mm，体長 118.8mmのブルーギル 1個体を採集した (図 2，表 1)． 

河川では，照越川の荒川への合流地点 (38°43’17.0”N， 141°03’58.5”E) (図 1) で，11 月 2

日ブルーギル 1 個体を三角網で採集した．採集したブルーギルは全長 37.4mm， 体長 28.6mm で

あった．その他の地点では，ブルーギルは採集されなかった. 

 

b

図 2

a

c

 
 

図 2. ブルーギル．照越ため池で採集した成魚 (a) と当歳魚 (b) と河川で採集した当歳魚 (c)． 

Figure 2. Bluegills. a: adult captured in the pond, b: 0+juvenile captured in the pond,and 
c: 0+juvenile captured in the stream.   

 

 

考察 

 

照越ため池で採集したブルーギルは，全長データから当歳魚と成魚であると考えられる．ブルーギル

の全長と年齢との関係は，寺島 (1980) や横川 (1992a) によって報告されている．ブルーギルは 1 年

で全長 36-80mm に成長する (横川 1992a)．したがって，今回採集した全長 36.7mm から 55.6mm

のブルーギルは，当歳魚であると考えられる．全長 150.8mm のブルーギルは，寺島 (1980) で示され

たブルーギルの成長を参考にすると，3-4 歳魚であると推測される．ブルーギルは，満 2 歳で成熟し (中

尾ほか 2002)，全長約 100mm が最小成熟サイズであると考えられている (横川 1992b)．これらの結

果から，今回採集した全長 150.8mm のブルーギルは，成魚であると考えられる．当歳魚と成魚が生息

していたことから，照越ため池ではブルーギルが繁殖していると考えられる． 
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外来魚が侵入した水域は，増水や用水によって，外来魚が流出する可能性があり，下流域への拡散

源となる危険性が指摘されている (環境省 2004)．照越ため池からの排水が流入する河川でもブルー

ギルの当歳魚を採集した．ブルーギルはため池や湖などの止水域で繁殖する (北島・森 2003, 中尾ほ

か 2002) ため，今回河川で採集したブルーギルが採集地点で生まれた可能性は低いと考えられる．こ

の河川に接続しブルーギルが繁殖可能である止水域は，伊豆沼あるいは集水域のため池である．伊豆

沼・内沼では毎年定置網を使った魚類調査が行なわれているが，ブルーギルの繁殖は確認されていな

い．また，伊豆沼・内沼集水域のため池では，2005 年度から，環境省東北地方環境事務所による外来

魚の移入状況の調査が行なわれてきた．この調査では，周辺環境や地域住民の情報を参考に，外来魚

が移入した可能性のある数十ヶ所のため池で魚類調査が行なわれた．この魚類調査で，ブルーギルの

生息を確認した池は照越ため池だけであった．直接証拠はないものの，河川で採集したブルーギルは照

越ため池から流出した個体である可能性が高い．  

ブルーギルはオオクチバスMicropterus salmoidesが生息する環境下でも増加し，他の水生生物を

捕食する (環境省 2004)．オオクチバスによってコイ科魚類などに深刻な被害が出ている伊豆沼・内沼 

(高橋 2002) にブルーギルが流出し定着した場合には，生態系にさらなる悪影響が生じるだろう．伊豆

沼・内沼では組織的なオオクチバスの駆除活動が行なわれ，駆除の効果として，小型のコイ科魚類に増

加傾向がみられている (小畑 2006)．伊豆沼・内沼にブルーギルが定着した場合，このようなオオクチバ

ス駆除活動の効果にも影響するだろう．ため池からの拡散を防止しつつ，照越ため池に生息するブルー

ギルを確実に駆除する必要がある． 
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Abstract   In Lake Izunuma-Uchinuma, Japan, the invasive species: bluegill, 

Lepomis macrochirus, have been rarely caught, and there is a small possibility they 

have spawned. A population of bluegill was discovered in an irrigation pond in the 

Lake Izunuma-Uchinuma basin in autumn 2006.  In the pond, we captured several 

0+ juveniles (29.4-46.3mm in standard length) and an adult fish (118.8mm), 

indicating that the bluegill population has reproduced in the pond. Moreover, in the 

creek which connected the pond with Lake Izunuma, we captured a 0+ juvenile 

(28.6mm). It is highly likely that this 0+ juvenile dispersed from the pond. There is 

continually a risk that bluegill will disperse into the lake, and establish a population, 

causing serious damage to the lake’s ecosystem. To stop dispersion of the bluegill into 

the lake, they must be exterminated from the pond.   

Keywords: Bluegill, distribution, invasive species, Lake Izunuma-Uchinuma, Lepomis 

macrochirus 
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